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●ライフステージかりがね　　志 賀  洋 子
入職して 12 年目になります。これまでライフステージかりがね、アトリエ Fuu 、共同生活サポー
トセンターでお世話になり、今年度、４年ぶりにライフステージかりがねに配属となりました。ブラ

ンクを埋めるのは容易ではありませんが、若いスタッフの皆さんに助けてもらいながら奮闘する毎日です。 
　私は生まれも育ちも上田市真田町なので、かりがね福祉会の皆様とは、開設当初から様 な々場面でご縁があり
ました。同じバスに乗ると、ものすごい勢いで話しかけてくる方。子どもと散歩している時に「かわいいね。」と必
ず声をかけてくださる方。我が家のトマトにかぶりついている方（笑）等々…。
初出勤の日、スタッフとして皆さんにご挨拶させていただいた時は、感慨深いものがありました。 入職当初はパー
トとして従事していました。子どもや両親のことでお休みをいただくことも多く、ご迷惑ばかりおかけしていました
が、緊張しながら早退のお願いをする私に、当時の上司が「いつか恩返ししてくれれば、いいから。」と言って下さり、
ありがたくて泣きながら帰った覚えがあります。その言葉はずっと胸の奥にあり、６年前から嘱託にしていただき、
私にできるはずがないと思っていた夜勤業務にも入らせていただいています。 
　12 年目とはいえ、利用されている方から出される難題に悩んだり迷ったりの日々ですが、頼もしい仲間の力を借
りながら、これからも「恩返し」の気持ちを胸に、利用されている方の人生に寄り添っていきたいと思います。

志賀さんへ　一緒に仕事をさせていただく中で、一人ひとりの利用されている方の性格や特徴を広く把
握されていて、とても心強く思っています。これからも利用者様の課題に、協力してがんばりましょう！
� （林真奈未）

●アトリエFuu　　田 矢  佳央里
　かりがね福祉会には、2022 年 1 月に再入職し、アトリエ Fuu に勤務させていただき、1 年ほど
になります。以前は新卒で入職し、ライフステージかりがね、在宅支援センターえ～る、ミライエな
どで 4 年間勤務させていただきました。

　かりがね福祉会を知ったのは、当時通っていた専門学校に、え～るの児童部門のアルバイトの募集があったこと
が最初でした。音楽療法の実習で養護学校や福祉施設などに伺い、障がいのある方 と々関わることはありましたが、
え～るで休日のお手伝いをする中で、「かりがね福祉会で働くことができたら、うれしい。」と思うようになり、迷う
ことなく就職先に決めました。
　一度は退職して、他法人で働く中で、「もう一度かりがね福祉会で働きたい！」と思うようになりました。結婚を機に、
再びかりがね福祉会で働かせていただく運びになりましたが、再入職を快く引き受けていただいたことに、感謝の
気持ちでいっぱいです。
　アトリエ Fuu は、利用されている方はもちろん、スタッフ皆さんが生き生きと支援に入られており「素敵な職場だな」
と日々感じています。また、利用されている方の自立課題や支援内容の相談に他スタッフが快く乗ってくださり、と
ても頼りにしています。そんな職場環境の中で、自然と心にもゆとりが生まれ、利用されている方に毎日笑顔で接
することができています。
　今後は、自己目標にもあげている「挨拶、感謝の言葉をしっかり伝える」ことを忘れず、利用されている方やスタッ
フが楽しく過ごせるように、今まで以上に笑顔で支援に入りたいと思います。

田矢さんへ　まだ一緒に仕事をさせていただき間もないのですが、アトリエ Fuu に来てくれて職場が
とても明るくなりました。自分の想いをしっかり持って仕事に取り組まれ、些細な事にもすぐ気が付い
て率先して頑張られています。これからもよろしくお願いします‼　� （小松有加里）

題字／金井 守 さん

同僚
 の声

同僚
 の声
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北澤友太さんお父様　雄司さん
　友太は、1993 年 7 月 12 日生まれ。体重：3524 ｇ、身長：54 ｃｍ。
新生児室に並ぶ他の赤ちゃんに比べ、一際大きくて、かわいくて。その後、
おっぱいの飲みが悪かったり、首の座りが悪かったり等々。発達遅滞の診
断で、担当の小児科の先生に相談し、いくつもの病院へ。しかし、結局当
時は原因が分らず…。友太の母はとっても大変でした。加配の先生が付い
て地元の保育園へ入園。卒園後は上田養護学校へ入学しました。　
　かりがね福祉会は、保育園の頃、友太の母が色々調べてたどり着きました。
それから、休日の支援、長い休みの時のショートステイ。そして今、平日
はグループホームさなだの郷でお世話になり、週末は自宅に帰省していま
す。もう 20年以上お世話になっています。ありがとうございます。
　友太の得意技は、「できないふり、誰が甘えさせてくれるか見分けること」
です。数年前ですが、私がわざと顔を合わせず「友太、○○して。」って言う言葉に、つい反応してしまった友太、しっ
かり理解して行動しました。私が「友太、言ってること分るんだー。」って言った時の「しまった！」という顔、笑
えました。嘘のような本当の話です。　
　担当の小林さんからも「新人スタッフには、できないアピールをしています。」との話がありました。４月になると、
「僕を知らない人が来る時期だ！できないふりしたら、甘えさせてくれる！」と思っているのかな～？
　一時期、「できることを増やしたいから、できることは自分で」という私の思いが強すぎたようで、疲れてしまっ
たようです。なので、今はできることにも少し手を貸しています。

小林海都さんお母様　奈美さん
　風の工房にお世話になり、早いもので 4年目となりました。1年目は風
の工房での活動に慣れるということが目標でしたが、海都の「毎日同じこと」
を「隙間なくやること」に、とても安心を感じるという特徴を活かしてい
ただいたお陰で、風の工房が大好きな安心できる場所になりました。ひと
つワークが終わると、小さなごほうび（おやつ）がもらえるというシステ
ムも、大きな励みになっているようです。
　もちろん、全てが順調なわけではなく、様々な壁にぶつかり、その都度
スタッフの皆様の工夫と見守りで乗り越えてきました。海都の「困った行動」
にはすべて意味があって、その理由がわかる時もあれば、わからない時も
あります。風の工房では、その理由を推測して、「多分これだろう」と思わ
れることを取り除き、海都が過ごしやすい環境作りをしてくれます。改めて、
環境作りの大切さを実感します。
　家でも大きな変化がありました。長年に渡り、毎日繰り返し観ていたDVD全てを、訳あって割ってしまいました。
そのため余暇の過ごし方が変わり、お手伝いの幅がぐっと広がったという新発見。洗濯物干し、食事のセッティング、
食器下げなど、毎日やってくれるので、とても助かっています。現在は、もっと余暇を充実させるには、どうした
らいいかを考え中です。色々な方からアイディアをいただき、試していきたいと思います。

小林海都さん

北澤友太さん
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日曜日のドライブでは、出先の自販機で飲み物
を買い、飲まれます。ご自分でお金を自販機に
入れ、お好きなドリンクを自分で選んで購入さ
れます。
毎日元気に活動してくださるTさん。炭酸飲料
やコーヒー、お菓子ではポッキーが大好きです。
過去には料理作りやハガキ作り、エコキャップ
洗浄等様々な活動を行ってきました。とてもい
ろいろな活動ができるTさん。今後もできる事
が増やせるよう、応援させていただきます！！午後の活動でつぶされたアルミ缶は、袋が一杯になる

とスタッフと一緒に、長小学校へ持って行きます。

←月に 2 回
の音楽療法
の時間です。
楽器を触り、
音楽を楽し
んでいます。

→ウォーキング、散策では、中間地点でお茶休憩をし、歩
行をされます。周りの景色や落ち葉、草等の足に伝わる感
触を楽しみながら、楽しそうにウォーキングされます。

毎日運動に取り組まれているSさん。音楽や感覚遊
び、テレビを観ることがお好きです。毎日の運動、
スタッフと一緒に頑張りましょう！！

　今回は、2 名の方の 1 週間を紹介させていただき
ました。新型コロナウイルスの感染状況によっては、
スケジュールの変更をして活動しています。利用さ
れている方にとって、たくさんの「楽しい」「嬉しい」
を提供できるよう、ひとりひとりに合った活動を、
試行錯誤しながら模索していきます。�（髙寺　裕也）

さなだの杜では4つのグループホームで、22名の方が生活されています。
『さなだの杜』という名前には、利用されている方ひとり一人が真田の地域に大きな根を張り、やがてはその人らし
い魅力を輝かせて素敵な杜になってほしい、という願いが込められています。
「地域の中で安全・安心・心地よい生活を全力で応援する事業所」というビジョンを掲げ、この真田という地域の中
で日々の生活や活動に幸せを感じられるように支援させていただいています。
さなだの杜では生活支援（共同生活援助）と、日中活動支援（重度障がい者等包括支援）の事業を行っています。
今回は、日中の利用されている方のスケジュールや活動風景をご紹介します。
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・月に一回個別外出（外食や温泉等）
・ご自宅訪問（夕方）やコンビニへの買い物も定期的に行っています。

■ T さんの 1 週間

■活動風景

■活動風景

月 火 水 木 金 土 日
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缶潰し
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缶潰し
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缶潰し

ホーム活動
ドライブ等

・月に一度個別外出（外食、買い物等）・月に 2 回、水曜日 PM 音楽療法参加。
・毎週日曜日ご家族との面会。・金曜午後、市内の商店を利用し社会参加。

■ S さんの 1 週間
月 火 水 木 金 土 日
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地域内
散策

地域内
散策

ホーム活動
ドライブ等

が んばるこ と の楽しさ OIDEYOハウス

地域の中での
　　　　 生活を全力で応援する

さなだの杜
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今回は通所 3 年目の男性と、11 年目の女性にお話をお聞きしました。ご家族の方にも暖かい応援メッセー
ジのご協力をいただき、それぞれの「好き！得意！やってみたい！」という想いと、それを応援して下さ
るご家族の想いを改めて感じさせていただきました。
また、日頃皆さんに取り組んでいただいている、作業の一部もご紹介します。
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に
な
る
の

か
な
？
」
と
い
つ
も
素
敵
な
商
品
に
な
る
こ
と
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
感
心
し
て
い
ま
す
。

瑞
紀
さ
ん
の
織
地
は
主
に
一

番
人
気
の
動
物
ケ
ー
ス
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
人
に
手
に
取
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

皆
様
の
作
業

解
体
作
業

ク
ラ
フ
ト
作
業

清
掃
作
業

ウ
エ
ス
作
業

が んばるこ と の楽しさ OIDEYOハウス

地域の中での
　　　　 生活を全力で応援する

さなだの杜

（
北
澤 

栞
）

4
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　私の社会人スタートは16年前、障害者支援施設「ライフステージかりがね」から始まりました。障がい福
祉の基本、介護技術、社会人マナー、また不規則な勤務をこなす上で自分自身の体調管理とメンタルヘル

ス。とにかく基本を学びました。仕事に行くことが楽しく、利用されている方との関わりはもちろんのこと、事務業務や環境整備
にあてる全ての時間が楽しかったです。かといって楽しいことだけではないのが現実で、外出先で救急車を要請する緊急対応や、
利用されている方との突然の別れ…たくさんの喜びや悲しみ、痛みも経験しながら日々 を送りました。

ここでの学び→目標とする上司・先輩スタッフがいて、その人のようになりたい、その人に認めてもらいたい気持ちが私の
原動力でした。いろいろな研修で「目標設定」について学んでいますが、こうなりたい自分の目標となる人が同じ法人にい
たら、すごく素敵なことだと思います。

　３年目の冬、異動を告げられました。その時は自分が「ライフステージかりがね」で必要なくなった、
とネガティブな気持ちになり、受け入れるまで泣いたり悩んだりしました。しかし４年目！「共同生活サポー
トセンター」に異動すると、新たな人間関係、支援や業務の広がり、なにより地域に根付いたグルー

プホームで仕事をすることは、自分にとってプラスの環境でしかなく、また一から学べることに感謝をし
ました。利用されている方の支援を通し、地域で暮らす楽しさやルールも学びました。また地域で暮ら
すたくさんの方々にお会いする中で、外から見たかりがね福祉会の歴史。私が数年関わっただけでは
築けない、地域の方とグループホームを利用されている方の絆を知ることができました。

ここでの学び→異動に関して、ネガティブに捉えがちです。実はそれは大きな成長のチャンス！支援の幅も広がり、新しい
人間関係も構築できるプラスな事だと思います。いろんな事業所を経験し、たくさんの方に出会い、内からも外からもかり
がね福祉会を知る！そして利用されている皆さんと新たな歴史を作っていく！そんな大切な時間でした。

　続いて現在の「さなだの杜」（重度障害者等包括支援、共同生活援助）に異動
しました。ここでは統括リーダーを経て主任になり、責任ある立場に就きました。利
用されている方の支援は主に１対１での個別支援。利用されている方の障がい特性
を理解し、その方だけのスケジュールに沿った支援を提供しています。

ここでの学び→いろんなスタッフがいて、いろんな感情があります。しかし利用されている方は、どのスタッフとペアになっ
ても、いつも安心して活動を行っています。それを可能にしているのが、マニュアルや支援手順書です。ベースになる物が
あり、さらにご家族やスタッフ同士で密に情報を共有し、チームで支援を提供する！利用されている方の周りにはたくさんの
支える仲間、たくさんの社会資源が存在していること。これが私たちスタッフの支え、安心にも繋がっています。

　子育てをする以前、「主任」をしていた私は自分が頑張ればよい、自分を犠牲にすればよい、とい
うスタンスでした。周りを頼るのではなく、自分が全て負うことで業務が回っているように感じていました。
　現在 4歳と2歳、ふたりの子育てをしながら「在宅支援センターえ～る」にて「主任代理」。役職
とママ…両立することができるのか…。私にはハードルが高く、最初は悩みました。しかし役職を受け

る上で、どんな状況になっても「子供・家庭を一番に考えること」と上司が教えてくれ、現在に至ります。仕事をする上で、周
りを信頼し任せる・頼る・甘える勇気。一人で負わずチームで頑張ること。今一緒に働いているスタッフの皆さんには本当に感
謝しています。そして何より、かりがね福祉会を利用されている皆様にはいつも幸せな時間やパワーをもらい、ご家族、地域の
皆様には温かさをもらっています。感謝する気持ちを、仕事に挑む姿勢で返せるよう、今後も頑張っていきた
いと思います。
　大好きな福祉の仕事と子育て。両立しながら、私らしく輝けるように！！

在宅支援センターえ～る　主任代理：堀内 みな美

題字／宮下宜績 さん

3
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　三井和哉さんは上田市真田町傍陽　岡保自治会に在住されています。これまで上田市議会議員を3
期12年務められた経験もあり、かりがね福祉会の評議員も担っていただきました。現在はNPO法人
「野辺を渡る風のように」の理事長等、様々な地域の活動に取り組んでいらっしゃいます。
　「野辺を渡る風のように」は、地域の方々と、かりがね福祉会の利用者様が交流し、つながりを深めることを大きな活動目
的にしています。コロナ禍以前は20人～30人での団体旅行を企画、実行して下さいました。福島県いわき、愛知県の日間
賀島、静岡県の大井川鉄道、石川県の和倉温泉等、各地を訪れ、皆様と楽しい時間を共有して下さいました。
　他にも利用者様と一緒に、手料理を地域の方々に振る舞う食事会や、年末には餅つきも行って下さいました。
　三井さんは「利用者様が地域に出ていくこと、地域の皆様に施設に来ていただくこと」が大切であり、「地域と施設を
つなぐ活動」の必要性について語って下さいました。お父様の三井昇さん（故人）は、かりがね福祉会の名付け親であり、
1970年代後半、法人・施設立ち上げの際、多大なご協力をいただきました。� （取材・伴野慶）

高林さん（８３）は氷川きよしさんの大ファンです。日中活動のカラオケでは「ズンドコ
節」を熱唱されています。お部屋には氷川さんのカレンダーや、大きな写真が何枚も貼られ
ていて、毎年氷川さんのカレンダーを注文され、熱く応援されています。週末には、お部
屋を暗くしてペンライトを持ち、コンサート気分でDVD鑑賞されています。以前、高林さんは氷川さんの　コン
サートに実際に行かれたこともあり、よくその時のお話をして下さいます。DVDは全部で５枚ほど持っている
そうです。テレビ番組も氷川さんが出演するか、度々チェックして必ずご覧になり、楽しまれています。
今年で氷川さんが活動休止になるとのことで、高林さんも残念そうですが、これからも楽しく活動に取り組ん

でいただきたいと思います。� （林真奈未）

三井 和哉さん

感謝録 皆様のご支援・ご協力に感謝申し上げます。
※敬称略させていただきます　2022年7月１日－2022年9月30日

半田富男　小竹昭雄　矢島工務店　縵沢不二雄　匿名　原俊　
飯塚純子　高寺陽子　須田美香　いちごの家　サイサン　東信ガス
荒木克子　堀内淳　加藤製作所　山口けさみ　滝沢芳行　廣望会　
北嶋昭　
牛乳パック　アルミ缶　コーヒーセット　レタス　うめ　アイスクリー
ム　マスク　そうめん　味噌　パン　布団　リネン類　飲料　以上

（有）加藤製作所　（株）石原産業　石原信之　� １６０，０００円

　
■長野県　滝澤健一　和泉たい子　小川原泰代　塚田弘人　匿名　
小林彰　佐藤るり子　堀内淳　清水芳典　宮下荘一　酒井照明　
清水君枝　坂口みゆき　柳澤信司　増田芳希　恩田浩子　秋山久美子
中田裕美　山越重信　釜成屋　匿名　若林誠　工藤量男　　■北海道

寄贈物品

寄付金

2022年度運営会員ご入会者

　柳沢定子さんは、ようかんやプリン、ヨーグルトが大好きな方でした。おやつの時、おいしそうにモグモグと
口を動かして食べて下さった様子が、印象に残っています。お話をすると眼を合わせて表情を変え、声を出し
て反応して下さり、うれしかったです。担当させていただいたのは半年ほどでしたが、たくさんの表情を見せ
て下さいました。
　定子さん、ありがとうございました。ゆっくり休んでくださいね。ご冥福をお祈りいたします。�（林真奈未）

さようなら、柳沢定子さん 2022 年
8 月 27 日逝去　76 歳おくやみ

佐藤俊光　岩見晴美　■東京都　漆原正 ■千葉県　石川明子　
■埼玉県　平野淑子 ■愛知県　退休寺　■大阪府　和泉良大郎

（2022年4月1日～2022年 9月30日）

会員数（名） 会費（円）
長野県 88 423,974
北海道 2 8,000
東北地方 2 11,000
関東地方 24 267,000
中部地方 5 42,000
北陸地方 1 3,000
近畿地方 3 21,000
中国地方 1 3,000
四国地方 0 0
九州地方 0 0
合計 126 778,974

2022年度運営会費納入金額

日精エー・エス・ビー機械株式会社様より、多数の寄贈をいただいております。大切に使わせていただきます。深く感謝申し上げます。

地域の方々 5

2ほっとたいむ 高林さん
（ライフステージかりがね）
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会員・読者の皆様からのご意見・ご感想お待ちしています。「機関誌編集委員会」までお寄せ下さい。

社会福祉法人 かりがね福祉会 URL https://karigane.or.jp
■法人本部／ライフステージかりがね
 〒386-2201　長野県上田市真田町長 6430-1 TEL.0268-72-3431　FAX.0268-72-4406
■つつじ 〒386-2201　長野県上田市真田町長 7166-8 TEL.0268-75-5431　FAX.0268-75-5434
■在宅支援センターえ～る／さなだの杜
 〒386-2201　長野県上田市真田町長 6430-1 TEL/FAX.0268-72-8022
■共同生活サポートセンター 〒386-2202　長野県上田市真田町本原 531-1（よつばのいえ内）　TEL/FAX.0268-72-2434
■風の工房 〒386-2201　長野県上田市真田町長 2464-1 TEL/FAX.0268-72-2151
■OIDEYO ハウス 〒386-2203　長野県上田市真田町傍陽 8551-2 TEL/FAX.0268-73-0005
■OIDEYO ハウス（分場） 〒386-2202　長野県上田市真田町本原 1491 TEL/FAX.0268-72-5067
■アトリエ Fuu 〒386-2202　長野県上田市真田町本原 531-2 TEL/FAX.0268-72-1061
■ミライエ 〒386-2201　長野県上田市真田町長 7166-8 TEL/FAX.0268-71-7810

かりがね福祉会
スタッフ募集
職種：生活支援員
中途採用者多数活躍しています♪

● 変則勤務可能な方大歓迎！
● 働き方のご相談承ります。

来春新卒者もまだまだ募集中！
（インターンシップも実施しております。）

★詳しくは法人ホームページをご覧ください。
https://karigane.or.jp/

新卒者は
マイナビから

！！

記

編

集
後

『「ごちそうさまでした！幸せな気持ちになりまし
た。ありがとー」とウチの息子がご飯を食べたらよく
言うのよね～』とあるお母さんがさらりと私に話して
くれました。一瞬で私の心はほっこりしました。また
毎晩「おとうさん、大好きだよ」「おかあさん、大好
きだよ」と伝えてから布団に入っていると聞いたこと
もありました。このお子さんは日頃からたくさんの幸

せを感じたり、素直に思いを伝えながら生活をされてい
るんだなと感じました。私は自分の思いや気持ちを恥ず
かしがらずに素直に伝えることができるT さんが本当
にすごいな、素敵だなと思います。同時に、私は T さ
んのように素直に伝えることができているかな？と考え
させられました。皆さんは、ご自身の思いを素直に伝
えることができていますか？� （川岸由佳）


